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野反湖シラネアオイ群生地 
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  中山社 北野俳句会 
 

●《南宮大社宝物殿の   

  お宝》について 

 上信越高原国立公園     
群馬県吾妻郡六合( くに) 村 
にある野反(のそり）峠休憩所から10分

程のところにあるダテカンバの林の中に

シラネアオイが群生しています。標高

1,500mの野反湖畔にはかっての湿原

が広がり、周囲にシラネアオイの群生

が観られます。毎年五月下旬には薄

紫色の可憐なシラネアオイの見事な光

景が楽しめます。 

令和４年度 

  に願うこと   
 令和４年度も 

２ヶ月が経過し                                                         

新しい役員も決         

まり、本格的な                    

活動が始まりまし

た。過日行われた、垂井祭りも３

日間好天に恵まれ、予定どおり実

施されました。宮代におきまして

も５月４日の御田植、５月５日の

南宮大社の例大祭も行われ、蛇山

神事も桜林において、天満が踊り

番を努め執り行われ、沢山の方が

見物に来られました。                           

                                   

 

 

宮代地区まちづくり協議会も各専

門部の部長さんを中心に 企画・ 

運営をして頂きます。コロナ問題

で２年間は三大行事であります

「夏祭り」「運動会」｢文化祭」が

例年どおり実施することが出来ま

せんでした。本年は今まで行って

きた方法を少し見直し、宮代の住

民の方々に楽しんで頂けるよう考

えていきたいと思います。それに

は皆様方のご協力が欠かせませ

ん。今後ともよろしくお願い致し

ます。  

                 



２ 

 

行 事 予 定 ※各種教室などには別途チラシや案内書、又は記載されていないサークル活動 

   や団体活動等があります。詳細はまちづくりセンターまで問い合わ下さい。 

  

  

     事  業  名 日 時 曜日 場 所  備   考 

１ 水墨画教室 
３日・１７日 

19：00～21：00 金 
まちセン 
 大会議室 

 会員募集中 

２ 絵手紙教室 
１２日,・2６日 

13：00～15：00 日 
まちセン 

 大会議室 
 会員募集中 

３ 千之子ども「和楽器」教室 ４日 
９：２５～11：２0 土 宮代小学校 

 5年生  ９：２５～１０：１０ 

 6年生 １０：３５～１１：２０ 

４ 体育推進委員会総会 
５日 
9：０0～11：０0 
 

日 
まちセン 
大会議室 

 

５ ささえあい連絡会・ふれあいサロン 
１１日 
９：３0～11：:４５ 土 

まちセン 
大会議室 

  

６ お花教室 １８日 
９：３0～11：:３0 土 

まちセン 
 大会議室 

 小学生①部  9：30～ 

    ②部  10：30～ 

７ 陶芸教室 
１８日・１９日 
９：３０～１７：００ 
 

土･日 実習室  会員募集中 

８ 宮代長寿会定例会 １９日 
１０：０0～1１：00 日 

まちセン 
 大会議室   

 

                        

コロナウィルス感染症拡大防止の為中止されていました

「南宮大社の例大祭」が三年ぶりに一部縮小され開催

されました。5月4日には、農作物の豊穣を願う「御

田植」神事が行われました。早乙女達が手甲・

脚絆・たすき・前掛け姿で髪には金銀の折り紙

の蝶をつけ、苗に見立てた松の葉を植え付け、

田植の一連の流れを模して行われます。5日に

は、神幸式と蛇山神事が執り行われます。神幸

式は南宮大社が北へ2㎞程の府中の御旅神社に

あったという伝承から、御祭神が神輿に乗って

お帰りになる行事です。御旅神社から本社へ帰

る途中、市場野にて神輿は「神輿上がり」に安

置され、「だんじり（楽事)」の上で還幸舞が催

されます。この舞は国指定無形民俗文化財に指

定されています。蛇山神事は五穀豊穣を願う農

耕信仰の神事で、南宮山の奥にある蛇池より降

臨した蛇頭を市場野にて囃子に合わせ勢いよく

振り動かし口を開閉し、子供達がだんじりの上

で行う竜子舞と共に激しく乱舞し祭りはフィ

ナーレを迎えます。 

  「南宮大社の例大祭」       

   神幸式 

   御田植 

  還幸舞 

  ６月・７月の休館日    ６月７日(火)・１４日(火)・                                                                                                                                                                                                                    

                                ２１(火)・２８日(火) 

                  ７月５日(火)・１２日（火)・                                                                                                                                                                                                                                                                                  

                                   １９日(火)・２６日(火) 

http://www.town.tarui.lg.jp/_admin/article/c1/1/doc_files/18131/files/suiboku_8.pdf
http://www.town.tarui.lg.jp/_admin/article/c1/1/doc_files/18131/files/suiboku_8.pdf
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 青尐年育成部                                                 

   部長 村田康明 

  

 

 この度、昨年に引き続き、まちづくり

協議会の青尐年育成部の部長となりまし

た。 

 コロナ過の中、あらゆる活動に制限が

かけられている状況ですが、宮代地域の

青尐年の健全育成を図るため、尐しでも

宮代地区の“まちづくり”に寄与してい

きたいと考えて活動をしていきます。地

域の“まちづくり”を推進することが

“青尐年育成”に繋がっていくと思いま

すので、皆様方のご協力をお願いしま

す。 

 文化芸能部 
    部長 藤塚 助男 

 
                        

今年も昨年と同じコロナ 

感染が続く中、文化芸能部が 

スタートしました。永年の経験を通して地域の皆様、自

治会長さん及び推進して下さる関係者のご意見をお聞き

しながら、新しい行事計画を考え全力で反映させていく

ことが活動に大きく貢献することになると思っていま

す。文化芸能部では年間多数のテ－マ・講座・教室を計

画し参加者を歓迎したいと思います。尚、宮代夏祭りに

ついては新しい試みとして計画、そして縮小を考え関係

者の安全で、負担を掛けないよう検討して行つもりで

す。地域の皆様ご意見を参考にしたいと思いますので、

宮代地区まちづくりセンターまでお寄り下さい。文化祭

につきましてもアドバイス、ご指導をお待ちしておりま

す。 

５月６日体育推進委員役員会が総会準備のため 

開催されました。 

５月９日ささえあい連絡会の会議がが開催されまし

５月９日シニアはつらつ教室が開催され、皆さん  

一生懸命身体を動かしてみえました。 

 

 

５月１４日宮代小学校３年生を対象に千之子どもお

花教室が開催されました。 

４/21～５/１９ 宮代地区まちづくり協議会 

５月１６日千之子ども教室・農場体験のため 

トウモロコシ畑準備を有志の方々で行われました。 

５月１２日民生委員会議が午後７時より大会議室に

て開催されました。 



４ 

 

 まちづくりセンターから西の方角の風景 

中山社北野俳句会 ５月例会から 文芸の広場 宮代伝統の句会、身を地に託し  

その心を言葉の華と咲かせて 

届けて下さる人がいます…… 

✽墓石の 阿の字に住める 雨蛙 
                    川瀬 慶泉 

✸あさがおや むらさき色と 雨の色  
                   中嶋 結映 

❉十薬の さげすむたびに 増えてをり   
                    大羽 志津子 

❆手おとおす 薄衣はおり 寺の朝                     
                     傍島 法苑 

〒５０３‐２１２４ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ： ０５８４-２２-１０１０ 

       編 集 ・ 発 行 

不破郡垂井町宮代６６４番地４ 宮代地区まちづくりセンター 

宮代地区まちづくり協議会   西川 一明 

E-mail：miyashirokou@town.tarui.lg.jp 

  南宮大社宝物殿のお宝について 其のⅫ    

 

紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい 

写真は許可を頂き撮影しました 「宮代の自然と歴史・文化を愛する会」 藤塚 久勝 
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が
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六
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発
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れ
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南
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後
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の
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」
の
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で
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り
、
卒
業
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け
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こ
の
詩
は
中
国
唐
の
漢
詩
人
、
王
維
の
六
言
絶
句
「
田
園
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」 

で
あ
る
。
神
谷
先
生
は
こ
の
他
に
も
「
関
ヶ
原
合
戦
団
志
」
を
作
成
さ
れ
、
刻
々
と 

変
わ
る
陣
型
図
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
が 

宮
代
小
学
校
開
設
一
五
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
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鶯
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き
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山
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ん
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く
）猶
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）ほ 

眠
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（注
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千
之
と
は
「こ
れ
を
千
た
び
す
る
」
と
読
む
。そ
の
意
味
は
、人
が 

十
回
行
え
ば
、自
分
は
千
回
行
う
と
い
う
中
国
の
教
え
で
、儒
教
の
中
心
と
な
る 

「四
書
」
の
中
の
「中
庸
」
と
い
う
書
物
の
第
二
十
章
に
で
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。 


